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露地ねぎの低肥沃度土壌に対応する窒素施肥技術

⼟壌の養分が少ない⼟壌で、露地ねぎは標準的な肥
料の量で栽培しても細く軽く、取引単価が伸びない実
態でした。

対策として、窒素施肥を養分の少ない土壌に合わせ
て改善しました。緩効性肥料による定植前の苗箱施肥
や窒素3kgN/10a増肥が有効でした。
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概 要 Abstract

成 果 Results

苗箱施肥は定植前日までに88g/冊

（CP303の場合）を施肥します。

本圃の施肥は窒素成分が

   基肥 6 ＋ 苗箱 2 ＋ 分施① 5 

＋ 分施② 5 （kgN/10a）となります。

窒素肥沃度⽔準ⅠのうちCECが低い土壌において、規格内
収量が4,000kg/10aを超えるが、ねぎの1本重が不⼗分な
条件で活用する。

施肥後

定植時

注）プラスチック被覆ではありません

窒素増肥は、分施を1回増やし、

   基肥 6 ＋ 分施① 5 

＋ 分施② 5 ＋ 分施③ ５（kgN/10a）

となります。
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